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一
八
七
五
年
四
月
十
一
日
．
ピ
ス
マ
ル
ク
は
ポ
ス
ト
新
附
記
事
の
問
題
に
附
し
て
。
や
上
不
謹
旗
な
る
言
明
を
な
し
た
。

曰
く
、
（
ル
チ
ウ
ス
・
ン
オ
ン
・
パ
ル
ハ
ウ
」
セ
ン
『
ピ
ス
マ
ル
ク
の
思
出
。
」
一
八
七
五
年
項
、
）
①

「
余
に
と
り
て
は
、
こ
の
記
事
が
、
む
し
ろ
政
府
に
開
係
な
き
民
間
新
聞
に
描
け
ら
れ
た
方
が
、
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
然
し
何
時
か
好
機
梅
に
於
て
、
目
下
の
混
乱
せ
る
事
態
の
上
に
、
正
確
に
し
て
明
白
な
る
弧
光
線
が
投
ぜ
ら
れ
る
こ

と
は
、
必
要
峡
く
べ
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
戦
争
の
起
る
か
否
か
な
ど
は
．
話
し
に
は
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
」

と
の
語
を
記
し
た
書
の
苓
者
鋪
〈
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
訓
ふ
ま
で
も
な
く
、
七
五
年
危
機
に
對
す
る
ピ
ス
マ
ル
ク
の
無
關
與
を

述
べ
、
ま
た
こ
の
際
の
ピ
ス
マ
ル
ク
の
方
策
が
、
平
和
維
持
を
疑
は
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
言
ひ
換
れ
ぱ
、
ロ
ー
ン
ま

た
は
モ
ル
ト
ケ
等
の
軍
務
者
の
所
謂
「
防
止
戦
争
」
策
に
は
、
ピ
ス
マ
ル
ク
の
意
見
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
厳
か
っ
た
こ
と
を

傍
證
し
や
う
と
し
て
ゐ
る
。
故
に
、
こ
の
言
明
に
つ
ｒ
く
ピ
ス
マ
ル
ク
の
歎
十
言
、
則
ち
プ
丘
イ
セ
ン
价
恥
等
の
共
同
雛
明

ビ
ス
萱
ル
ク
と
七
五
柁
危
鰹

ピ
ス
マ
ル
ク
さ
七
五
年
危
機
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ピ
ス
マ
ル
ク
と
七
五
年
危
朧
二

に
州
す
る
も
の
を
、
更
に
記
し
た
後
に
、
群
考
は
、
「
平
和
的
紘
木
」
を
碇
は
ざ
る
ピ
ス
マ
ル
ク
の
意
向
は
、
前
記
の
言
明

に
微
し
て
明
ら
か
に
識
り
う
べ
き
も
の
が
あ
る
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

然
し
斯
ろ
槻
舞
は
、
庇
は
餘
〃
に
平
凡
な
、
そ
し
て
常
誰
諦
め
「
ビ
ス
マ
ル
ク
平
和
政
莱
」
の
腿
調
の
、
一
端
に
過
ぎ
な

い
。
そ
れ
が
平
和
政
錐
で
あ
れ
川
棚
政
漿
で
あ
れ
、
新
敏
政
紫
で
あ
虹
凶
此
自
山
派
政
災
で
あ
れ
，
こ
れ
ら
ピ
ス
マ
ル
ク
政

策
の
性
髄
を
決
定
し
や
う
と
す
る
も
の
よ
り
は
、
吾
為
の
關
心
は
、
一
八
七
五
年
Ⅲ
月
十
一
日
言
明
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容

を
解
析
し
て
、
七
五
年
危
機
と
稲
せ
ら
れ
る
那
従
、
即
ち
今
日
向
っ
て
の
反
州
を
癖
ら
か
に
し
得
ざ
る
事
庇
を
中
心
と
し
て
、

そ
の
前
後
哩
日
ろ
て
ビ
ス
マ
ル
ク
の
採
り
た
る
方
錐
の
惹
韮
を
推
定
し
、
こ
奴
を
以
っ
て
、
一
面
に
於
て
は
そ
の
雅
拙
に
し

て
狡
鮎
な
ろ
も
の
、
他
面
に
於
い
て
は
、
そ
の
焦
胆
苦
心
山
深
き
こ
と
彼
の
所
訓
、
「
水
車
輪
か
頭
中
に
ｎ
郷
す
る
如
き
感
」

（
ポ
シ
ン
ガ
ア
『
攝
番
』
）
②
あ
り
し
こ
と
を
、
知
る
上
に
あ
る
。

こ
の
言
明
の
う
ち
に
は
、
弗
一
に
、
ポ
ス
ト
新
則
記
事
が
他
の
民
間
新
剛
に
描
け
ら
れ
た
ろ
方
を
喜
ぶ
と
こ
ろ
の
ビ
ス
マ

ル
ク
の
意
向
に
参
照
さ
れ
る
べ
き
、
彼
と
同
記
事
の
筆
者
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ロ
ェ
ス
ラ
ア
と
の
關
係
が
老
へ
ら
れ
る
。
節

二
に
、
と
に
か
く
同
記
事
の
拙
赦
を
、
奮
際
上
必
要
と
し
た
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
意
向
か
老
へ
ら
れ
る
。
同
記
事
が
七
五
斗
危

機
を
生
ず
る
重
要
な
る
一
因
と
な
り
し
こ
と
を
，
ビ
ス
マ
ル
ク
が
豫
剋
し
た
か
否
か
は
不
詳
で
あ
る
と
し
て
も
、
と
に
か
く

彼
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
と
同
記
事
の
結
果
と
は
、
必
し
も
合
致
し
な
い
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
老
へ
ら
れ
る
Ｃ
鈍
三
に

回
一
言
明
の
時
に
は
、
同
記
事
（
四
月
八
日
）
の
脱
響
が
祁
営
に
危
機
を
生
じ
ゐ
た
る
時
で
あ
っ
た
こ
と
に
参
照
し
て
、
紛
糺

を
識
め
防
が
ん
と
す
る
意
を
ビ
ス
マ
ル
ク
が
有
し
た
た
め
で
あ
る
と
老
へ
ら
れ
る
外
に
、
何
記
事
を
必
要
な
り
と
す
る
ビ
ス

炉
ｑ
ｌ
１
Ｐ
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こ
の
頗
る
横
着
な
る
醗
明
と
云
ふ
の
は
、
同
年
春
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
に
於
け
る
奮
教
徒
大
會
が
、
華
本
的
希
望
と
し
て
、
宗

教
界
の
全
部
に
於
け
る
事
域
の
完
全
自
山
を
述
べ
た
る
こ
と
で
あ
り
、
錐
十
五
條
以
下
各
條
と
は
、
一
八
五
○
年
一
月
三
十

一
日
法
令
錐
十
五
條
（
教
削
及
教
育
の
自
曲
特
許
）
、
節
十
六
條
（
教
剛
の
法
王
脈
と
の
交
渉
認
可
）
、
鱗
十
八
條
（
任
職
桃

の
狩
許
）
を
、
一
八
七
三
年
四
月
五
日
修
正
し
て
敬
称
職
育
を
否
認
し
、
鋪
十
六
條
鋪
十
八
條
は
大
略
そ
の
ま
比
と
し
た
る

も
の
を
訓
ふ
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
停
止
さ
れ
る
と
い
ふ
意
は
、
既
に
文
化
剛
争
に
於
け
る
教
禽
教
育
樅
の
停
止
の
外
に
、
識

剛
組
成
・
法
王
臆
と
の
關
係
及
び
任
職
樅
に
も
、
剛
家
の
制
限
の
力
の
加
は
る
こ
と
を
詔
ふ
の
で
あ
る
。

一
八
七
五
年
四
月
八
日
の
ポ
ス
ト
新
附
は
，
「
峨
手
は
目
前
に
あ
り
や
」
と
題
す
る
、
蛾
ろ
蕊
動
的
な
る
一
文
‐
（
零
ハ
ル
ハ

ウ
ゼ
ン
同
書
附
鋒
、
ホ
ー
ル
フ
エ
ル
ド
文
書
集
節
一
巻
）
＠
を
禍
城
し
た
つ
筆
者
は
名
を
唾
し
た
が
、
後
に
コ
ン
ス
タ
ン
チ

ピ
ス
マ
ル
ク
と
七
五
年
危
難
三

さ
て
七
五
年
危
機
の
一
因
と
な
っ
た
ポ
ス
ト
新
鮒
記
事
の
梗
概
を
見
る
に
先
だ
ち
、
と
上
に
こ
の
言
明
に
次
ぐ
ビ
ス
マ
ル

ク
の
数
十
言
を
記
し
て
、
後
の
説
明
の
端
緒
と
し
や
う
。
（
バ
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
前
掲
同
評
Ⅲ
頁
。
）
曰
く
、

「
量
下
は
今
日
の
宵
報
紙
上
に
於
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
僻
職
等
の
，
そ
の
噸
る
横
蒲
な
る
共
同
醗
川
を
見
た
で
あ
ら
う
。
吾

等
は
こ
れ
に
對
し
、
節
十
五
、
錐
十
六
、
第
十
八
各
條
の
停
止
を
以
て
柊
へ
ん
と
す
。
フ
ア
ル
ク
は
除
〃
緩
徐
に
、
ｎ
つ

怯
怖
に
進
行
し
つ
上
あ
る
。
吾
等
は
今
や
卒
直
の
方
途
を
と
ら
ざ
る
ぺ
か
ら
す
。
則
ち
事
件
の
上
に
、
曲
る
か
折
れ
る
か

マ
ル
ク
の
意
は
、
「
耽
手
の
和

で
あ
る
こ
と
が
老
へ
ら
れ
る
。

「
戦
争
の
起

を
決
定
す
る
時
で
あ
る
。
」

る
な
ど
は
話
し
に
な
ら
ぬ
」
と
云
ふ
こ
と
に
於
て
、
他
の
目
的
を
も
併
せ
て
包
含
し
た
も
の

『

■

■
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ポ
ス
ト
新
聞
の
「
戦
争
眼
前
に
あ
り
」
の
記
事
は
、
佛
蘭
西
の
軍
術
推
張
を
指
摘
す
る
に
始
ま
り
、
「
復
儲
戦
争
」
の
計

謹
を
明
示
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
佛
蘭
西
と
填
太
利
と
の
接
近
を
告
げ
、
更
に
教
會
至
上
主
義
者
の
運
動
に
よ
り
て
伊
太
利
の

加
蝿
を
説
き
、
戦
争
正
に
近
き
に
あ
り
と
し
て
そ
の
危
瞼
を
弧
調
し
、
之
に
對
す
る
凋
逃
の
對
策
を
糊
説
し
つ
Ｌ
、
殊
に
多

く
の
語
を
法
王
椛
勢
の
世
界
制
珊
と
、
教
會
至
上
主
義
者
と
奮
教
教
職
と
が
、
澗
逸
に
對
し
て
陰
謀
を
も
つ
こ
と
を
論
じ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
事
は
、
所
謂
七
五
年
危
機
と
云
ふ
悶
際
紛
糺
の
一
脈
囚
と
し
て
の
意
義
よ
り
は
、
賛
は
却
っ
て
こ

の
反
教
會
言
論
の
意
義
の
上
に
、
重
要
な
る
注
意
を
な
す
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い
。
叉
と
の
記
事
に
は
寧
ろ
反
教
會
言
論
の
方

が
多
く
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
し
一
般
に
「
戦
争
眼
前
に
あ
り
」
記
事
（
農
病
局
屑
旨
哩
の
言
〕
》
歩
再
詩
＆
と
孵

せ
ら
れ
て
、
そ
の
七
五
年
危
機
に
對
す
る
關
係
の
み
が
多
く
説
か
れ
て
ゐ
る
。

七
五
年
危
機
の
原
因
、
内
容
及
び
そ
の
結
末
に
開
し
て
は
、
今
日
に
於
て
尚
詳
な
ら
ざ
る
も
の
が
多
い
。
少
く
と
咄
吾
糞

が
も
ち
得
る
文
献
を
通
じ
て
は
、
詳
に
し
得
ざ
る
と
こ
ろ
が
荘
多
い
。
「
柵
逸
外
交
文
書
集
成
」
並
び
に
『
佛
剛
西
外
交
文

書
集
成
』
①
の
、
各
迂
に
於
け
る
記
録
、
叉
そ
の
記
鋒
の
比
較
は
、
特
に
諒
解
を
術
す
に
至
ら
ず
。
諸
路
書
の
如
き
、
或
は

ピ
ス
マ
ル
ク
『
思
応
と
追
憶
』
は
、
参
考
す
る
に
足
ら
ざ
る
程
随
堂
で
あ
り
、
當
然
に
こ
れ
ら
に
参
照
さ
れ
る
べ
き
ピ
ス
マ

ル
ク
の
對
英
國
政
繁
は
、
ペ
ッ
カ
ア
と
ラ
フ
ア
フ
ア
ル
と
の
論
争
＠
を
解
決
す
ぺ
を
、
有
力
な
る
史
料
を
得
る
に
至
ら
ざ
れ

ぱ
、
明
か
な
ら
ず
。
こ
の
一
面
を
解
決
す
る
に
至
っ
て
始
め
て
、
七
五
年
危
機
の
眞
相
を
識
り
う
る
も
の
と
老
へ
ら
れ
る
。

ピ
ス
マ
ル
ク
と
七
五
年
危
磯
五

二

Ｆ
ｂ
Ｌ
日
ｒ
Ｌ
■
■
■

〆
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ビ
ス
マ
ル
ク
と
七
五
年
危
醗
六

ヘ
ル
マ
ン
・
オ
ン
ケ
ン
『
奮
新
巾
部
欧
洲
論
』
⑥
に
禍
け
た
る
、
ド
ス
ト
イ
ェ
ヴ
ス
キ
の
所
謂
「
凋
浬
政
漿
の
秘
密
」
は
、

常
に
こ
の
七
五
年
危
機
に
開
し
て
、
形
容
す
べ
き
語
た
る
と
と
希
思
は
し
め
る
。

ド
オ
デ
の
ヨ
八
七
三
年
乃
至
九
三
年
佛
朧
刷
服
外
交
史
』
⑦
‐
雄
三
未
．
八
七
五
年
の
危
機
」
（
《
ミ
蛋
目
の
号
昌
巴

曲
》
》
）
は
、
こ
の
場
合
に
於
て
、
蚊
も
よ
く
比
較
的
明
白
に
、
七
五
年
危
機
の
興
和
を
評
等
に
知
ら
し
め
、
Ｈ
つ
蛾
も
よ
く
ピ

ス
マ
ル
ク
政
策
の
然
か
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
察
せ
し
め
、
し
か
も
亦
よ
く
一
部
獅
逸
史
家
例
へ
ぱ
オ
ン
ヶ
ン
の
如
き
が
、
解

説
を
行
は
ざ
る
も
し
か
も
そ
の
禰
然
ぞ
指
示
す
る
と
こ
ろ
の
、
七
五
年
危
機
の
原
因
、
そ
の
動
機
、
そ
の
ピ
ス
マ
ル
ク
策
の

方
途
目
的
等
に
合
致
し
て
、
観
察
し
う
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
知
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
今
と
上
に
専
ら
こ
の
ド
オ
デ
の
説

く
と
こ
ろ
に
從
ひ
て
、
本
論
文
に
必
要
な
る
程
度
に
於
け
る
、
七
五
年
危
機
の
事
涯
を
記
す
こ
と
と
し
や
う
。

．
八
七
九
年
フ
イ
ガ
ロ
新
聞
紙
上
に
、
は
じ
め
て
詳
細
な
七
五
年
危
機
の
記
事
が
掲
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
縦
考
は
こ
の

ド
オ
デ
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
ポ
ス
ト
新
聞
上
の
常
時
の
「
耽
手
眼
前
に
あ
り
」
の
記
事
は
、
征
に
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ロ
ェ

ス
ラ
ア
の
曲
雅
に
成
る
も
の
で
あ
り
、
或
は
む
し
ろ
之
を
ピ
ス
マ
ル
ク
の
「
文
筆
の
傭
兵
隊
長
」
の
作
で
あ
る
と
云
ふ
ぺ
き

も
の
で
あ
る
。
同
年
春
ラ
ド
ウ
イ
ッ
ッ
は
露
西
亜
に
使
節
と
し
て
、
・
コ
ル
チ
ヤ
コ
フ
に
「
眼
を
開
き
て
仙
上
を
見
よ
」
と
糊

告
し
，
對
佛
剛
西
共
同
行
動
を
提
議
し
た
が
、
凋
逸
及
び
ピ
ス
マ
ル
ク
は
、
後
に
之
を
以
っ
て
ラ
ド
ウ
イ
ッ
ッ
の
私
案
な
り

と
し
て
否
定
し
た
。
溌
時
露
帝
は
佛
蘭
西
使
節
ル
フ
ロ
將
諏
に
語
っ
て
曰
く
、
「
余
の
信
ず
る
と
こ
ろ
を
以
て
せ
ば
、
柵
逸

は
容
易
に
干
戈
を
と
り
得
る
も
の
に
あ
ら
す
。
ビ
ス
マ
ル
ク
は
彼
の
椛
勢
ぞ
確
立
す
る
た
め
に
、
拙
劣
な
る
方
法
を
川
ふ
。

彼
は
只
想
定
的
危
瞼
の
配
列
を
以
て
，
こ
の
方
法
を
必
要
と
す
る
者
で
あ
る
。
然
る
に
渦
逸
帝
は
決
意
的
に
之
に
反
對
し
、

’
ノ

℃
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皇
太
子
亦
同
様
で
あ
る
云
交
」
と
。
」

「
七
五
年
危
機
の
紛
糺
に
際
し
、
巴
以
に
あ
る
柵
逸
使
節
ホ
ー
ヘ
ン
瓦
－
エ
は
外
務
長
官
ド
カ
ア
ス
に
両
接
し
て
蹄
叫
の

意
を
告
げ
、
こ
の
蹄
悶
が
叩
剛
の
不
和
と
な
る
恐
れ
あ
る
こ
と
を
附
言
し
・
且
つ
佛
附
西
の
軍
備
搬
鞭
は
猫
逸
を
脅
す
仁
と

多
大
な
り
と
し
た
。
之
に
對
し
ド
カ
ア
ス
は
、
こ
の
言
を
公
的
の
も
の
と
し
て
聴
き
得
ざ
る
旨
を
以
て
答
へ
た
が
、
川
も
な

く
し
て
露
西
聴
使
節
オ
ル
ロ
フ
は
ド
カ
ア
ス
に
面
命
し
て
、
柵
迎
軍
も
し
進
嶢
せ
ぱ
佛
蘭
西
は
如
何
に
こ
れ
と
城
ふ
か
と
、

間
ひ
た
る
に
将
へ
て
、
ド
カ
ア
ス
は
、
繭
一
そ
の
事
起
ら
ば
佛
剛
西
派
は
ロ
ァ
ー
ル
河
ま
で
退
却
し
て
、
巴
里
を
敵
手
に
委

し
、
、
唯
列
剛
の
調
停
を
ま
つ
の
み
で
あ
る
と
し
た
。
オ
ル
ロ
フ
は
直
ち
に
電
報
を
以
て
、
こ
れ
発
露
帝
に
通
告
し
た
。
」

「
危
機
益
舞
明
か
な
る
か
見
て
、
露
両
亜
は
取
享
協
定
〃
柵
巡
と
の
柵
に
有
す
る
故
に
、
平
和
維
持
に
識
力
し
、
英
瑚
王

ヴ
イ
ク
ト
リ
ヤ
も
親
書
を
以
て
柵
逸
帝
に
弊
作
し
た
。
五
月
十
一
日
露
西
砿
・
凋
逃
叩
帝
は
ベ
ル
リ
ン
に
命
令
し
、
平
和
維

持
海
奔
約
し
、
即
日
季
コ
ル
チ
ャ
コ
フ
は
在
外
使
胞
等
に
，
平
和
碓
立
の
旨
を
電
報
し
た
。
五
月
土
一
日
駐
英
幽
碑
凹
亜
使
節

シ
ュ
↓
ワ
ロ
フ
は
、
ベ
ル
リ
ン
よ
り
英
阿
に
蹄
任
し
、
佛
附
西
使
節
ガ
ヴ
ア
ー
ル
に
詔
っ
て
曰
く
、
「
ピ
ス
マ
ル
ク
及
び
モ
ル
ト

ケ
の
皿
諭
は
、
眞
の
催
略
群
は
攻
峻
を
始
る
も
の
で
な
く
枇
塀
ぞ
必
要
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
で
あ
る
」
と
。

斯
く
の
如
く
し
て
七
五
年
危
機
は
、
ピ
ス
マ
ル
ク
の
桁
示
に
よ
り
て
ポ
ス
ト
紙
の
記
事
に
始
ま
り
、
平
地
に
波
洲
を
生
じ
て

岡
際
紛
糺
の
州
題
と
な
り
、
辛
う
じ
て
事
無
き
を
得
た
る
も
心
で
あ
る
ｏ
」

と
の
ド
オ
デ
の
記
文
に
よ
り
、
側
ピ
ス
マ
ル
ク
向
ら
不
諏
惟
に
も
、
「
政
府
に
閲
係
な
き
民
州
新
附
に
柵
げ
ら
れ
た
る
を

好
む
」
と
云
っ
た
邪
に
よ
り
．
且
又
「
必
要
な
る
弧
光
線
」
の
言
に
よ
り
て
，
や
ホ
ス
ト
新
聞
記
事
は
何
等
か
の
附
係
を
、
「
文

ビ
ス
マ
ル
ク
と
七
五
年
危
擬
七

’

’
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ピ
ス
マ
ル
ク
と
七
五
年
危
鯉
八

筆
の
怖
兵
隊
長
」
を
通
じ
て
、
ピ
ス
マ
ル
ク
に
も
つ
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ロ
エ
ス
ラ
ァ
は
ピ
ス
マ
ル
ク
の
「
文
筆
の
怖
兵

隊
長
」
た
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
以
て
の
み
な
ら
ず
、
他
の
場
合
に
照
し
て
疑
ひ
得
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
文
化
岡
争
史
』
③

の
著
者
キ
ス
リ
ン
グ
は
ハ
ン
ス
・
プ
ル
ム
の
生
涯
記
を
例
誰
し
て
，
「
ロ
エ
ス
ラ
ア
が
直
接
に
ピ
ス
マ
ル
ク
か
ら
、
そ
の
指

示
を
う
け
た
事
は
何
人
も
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
」
と
言
っ
て
ゐ
る
。
（
同
諜
第
一
巻
）

從
っ
て
七
五
年
危
機
に
ピ
ス
マ
ル
ク
政
策
の
側
係
す
る
事
は
、
容
劫
に
毒
見
の
想
定
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
た
と
へ
そ

の
原
動
に
あ
ら
す
と
す
る
も
、
し
か
も
そ
の
促
進
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
ふ
の
餘
地
が
な
い
。
事
件
の
後
ピ
ス
マ
ル
ク
が
「
防

止
戦
争
」
の
毒
任
を
河
避
し
、
危
機
發
生
の
黄
任
を
黍
コ
ル
チ
ヤ
コ
フ
に
嫁
し
た
る
こ
と
に
就
て
は
、
『
帝
剛
建
設
後
の
ピ
ス

マ
ル
ク
外
交
策
』
③
の
著
者
ハ
ン
ス
・
プ
レ
エ
ン
、
即
ち
恐
ら
く
錘
も
誇
張
し
て
ビ
ス
マ
ル
ク
政
策
を
認
歌
し
た
る
プ
レ
エ

ン
も
、
釉
盈
周
章
し
て
そ
の
非
を
難
ず
る
も
の
を
反
駁
し
つ
上
、
し
か
も
ビ
ス
マ
ル
ク
が
、
↑
コ
ル
チ
ヤ
コ
フ
と
伯
林
駐
在
佛

蘭
西
使
節
コ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
と
が
合
議
し
た
る
と
す
る
こ
と
を
、
否
定
し
て
ゐ
る
。
渦
逸
史
家
は
或
は
ド
カ
ア
ス
の
陰
謀
に

原
因
す
る
と
し
、
或
は
。
コ
ル
チ
ヤ
コ
フ
黄
任
あ
り
と
し
、
或
は
佛
剛
西
の
「
復
離
戦
争
」
を
論
じ
、
或
は
奮
数
徒
が
洲
逸
に

對
す
る
「
包
囲
政
策
」
を
企
制
し
た
る
に
始
る
と
も
云
ふ
。
之
に
對
し
ラ
ヴ
イ
ス
を
は
じ
め
エ
ド
モ
ン
・
イ
ボ
オ
『
節
三
共

和
國
外
交
史
」
⑩
等
は
、
悉
く
ピ
ス
マ
ル
ク
の
佛
閥
西
孤
立
錐
を
説
い
て
ゐ
る
。

そ
の
責
任
の
如
何
に
か
入
は
ら
ず
、
七
五
年
危
機
か
ピ
ス
マ
ル
ク
方
策
に
山
ろ
閉
係
は
、
ド
オ
デ
の
記
文
を
以
て
、
殊
に

そ
の
う
ち
に
あ
る
露
四
亜
帝
の
言
、
し
か
も
測
逃
宮
廷
の
意
見
と
ビ
ス
マ
ル
ク
意
見
と
の
釧
紬
を
以
て
、
更
に
棚
逸
使
節
ホ

ー
ヘ
ン
ロ
ー
ヱ
の
異
常
な
る
言
動
を
以
て
、
其
他
同
記
文
の
諸
事
項
を
以
て
、
こ
れ
を
疑
ふ
の
餘
地
を
残
す
を
許
さ
な
い
。



凋
逃
史
家
の
う
ち
へ
ル
マ
ン
・
オ
ン
ケ
ン
は
資
に
こ
の
事
を
肯
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
曰
く
、
二
八
七
五
年
の
危
機
な

る
も
の
、
そ
れ
は
ピ
ス
マ
ル
ク
に
曲
っ
て
、
列
弧
の
妓
後
の
意
向
に
對
す
る
一
つ
の
捜
出
窃
○
邑
巳
臼
目
巴
の
た
め
に
、
誘

致
さ
れ
た
も
の
は
、
彼
に
徹
底
的
の
確
定
的
判
明
を
噺
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
。
（
前
掲
同
書
）
⑪

平
和
の
撹
乱
群
た
る
こ
と
諾
弧
調
し
、
戦
争
眼
前
に
在
り
と
し
て
、
佛
蘭
西
の
孤
立
を
急
ぐ
た
め
の
「
帝
國
宰
相
の
輕
業

蕊
」
と
し
て
は
、
七
五
年
の
そ
れ
は
餘
り
に
危
険
な
る
川
藝
で
あ
っ
た
こ
と
が
老
へ
ら
れ
る
。
何
故
に
彼
が
こ
の
危
険
を
敢

て
し
て
、
「
捜
出
」
の
目
的
を
逹
せ
ん
と
し
た
か
。
ぞ
れ
は
帝
剛
建
設
以
後
に
、
露
西
亜
を
釣
る
竹
竿
に
併
せ
て
英
國
を
釣

る
も
の
を
並
寺
へ
た
彼
の
外
交
策
、
及
び
一
八
七
五
年
末
庭
タ
ー
ル
・
プ
ウ
ヘ
ル
を
し
て
私
か
に
同
盟
案
を
英
國
政
府
に
提
言

せ
し
め
た
る
こ
と
の
前
後
の
關
係
を
以
て
す
る
の
み
で
は
、
こ
れ
を
解
繩
す
べ
く
、
餘
り
に
複
雑
で
あ
る
こ
と
が
老
へ
ら
れ

る
。
嘗
て
、
「
外
交
策
は
唯
軍
に
プ
ロ
イ
セ
ン
・
王
椛
孝
弧
化
す
る
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
外
國
に
於
け
る
政
治
上
の
鍵
革
は
、

何
等
問
題
と
な
ら
ぬ
。
唯
何
政
罷
で
も
プ
ロ
イ
セ
ン
に
有
利
か
否
か
が
問
題
で
あ
る
」
（
オ
ン
ケ
ン
前
掲
群
脚
註
）
と
稲
し

凸

た
ピ
ス
マ
ル
ク
が
、
マ
ク
マ
オ
ン
政
椛
を
排
斥
し
、
復
雛
枇
争
を
婿
ふ
共
和
派
を
雛
援
し
て
、
運
命
的
な
「
國
民
自
由
蕪
に

０

對
す
る
述
絨
秋
波
淀
透
る
」
（
ロ
ー
ン
脾
軍
「
備
忘
録
』
⑫
）
こ
と
を
綾
け
て
ま
で
、
佛
剛
西
軍
備
に
對
す
る
「
防
止
戦
争
」

説
を
援
誰
す
る
、
危
嶮
を
別
し
た
こ
と
は
何
故
で
あ
っ
た
か
。

「
戦
争
の
起
る
か
否
か
な
ど
は
、
話
し
に
は
な
ら
ぬ
」
と
云
っ
た
彼
の
言
は
、
餅
然
に
平
和
維
持
の
信
念
と
の
み
に
解
繰

す
ぺ
か
ら
ざ
る
こ
と
明
白
で
あ
る
。
叉
一
戦
矛
賭
し
て
或
は
州
戦
を
符
か
し
て
、
佛
剛
西
軍
備
を
抑
制
し
、
佛
剛
西
に
對
す

る
包
幽
政
策
を
企
制
し
た
も
の
と
解
繩
す
る
こ
と
も
、
術
未
だ
充
分
で
な
い
。
常
初
か
ら
彼
は
耽
手
を
課
想
し
て
は
ゐ
な
か

ビ
ス
マ
ル
ク
と
七
五
年
危
磯

〆凸

九
鄙

I



ピ
ス
マ
ル
ク
と
七
五
年
危
醗
一
○

つ
た
。
從
っ
て
ポ
ス
ト
新
聞
記
那
が
、
か
ほ
ど
ま
で
の
悶
際
問
題
ぞ
紛
糺
す
る
と
は
、
恐
ら
く
彼
の
意
外
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
ら
う
と
忠
は
れ
る
。
彼
内
ら
秘
し
た
帝
叫
宰
祁
の
Ⅲ
塾
。
蚤
た
露
西
亜
帝
の
所
謂
拙
劣
な
る
方
法
は
、
斑
は
巧
妙
に

似
て
稚
拙
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
捜
川
の
目
的
を
他
に
布
し
て
、
し
か
も
そ
れ
を
軍
要
な
ろ
も
の
と
し
て
、
更
に
對
外

策
を
併
せ
た
る
目
的
と
す
る
一
石
二
鳥
の
方
策
、
恐
ら
く
は
例
惑
の
う
ち
か
ら
生
じ
た
從
際
に
拙
劣
な
る
、
ま
た
像
り
に
細

工
し
過
ぎ
た
る
方
策
で
あ
っ
た
ｏ
と
の
方
策
の
う
ち
か
ら
、
｜
フ
ヴ
イ
ス
の
所
謂
ピ
ス
マ
ル
ク
の
一
暁
跣
が
生
じ
て
、
爾
後
の

０

牛
仙
紀
に
影
響
し
た
。

①

さ
き
に
記
し
た
る
ピ
ス
マ
ル
ク
の
言
に
し
て
、
《
〈
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
に
語
っ
た
も
の
の
二
節
は
、
何
刻
の
言
明
と
し
て
、
決
し

て
別
盈
に
離
し
て
観
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
が
老
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
づ
五
七
年
危
機
に
開
す
る
、
ポ
ス
ト
紙

記
事
に
就
い
て
の
意
見
ぞ
述
べ
、
語
浄
繼
ぎ
て
僻
職
の
醗
明
に
對
す
る
意
見
を
述
べ
た
る
と
の
言
明
の
う
ち
に
は
、
五
七
年

危
機
と
對
敬
御
政
策
上
が
、
何
等
か
の
迩
絲
を
布
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
吾
交
を
し
て
打
察
せ
し
む
る
に
充
分
底
る
も

の
が
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
恥
手
を
強
想
せ
ず
、
叉
戦
争
と
は
無
關
與
に
し
て
問
題
と
底
ら
す
、
「
話
し
に
は
な
ら
ぬ
」
事

に
し
て
、
し
か
も
之
れ
に
「
弧
光
線
歩
授
け
」
て
、
鮮
明
に
す
べ
き
必
要
あ
り
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
汎
乱
せ
る
蕊
態
」
と

「
横
浩
な
る
詫
明
」
を
生
じ
た
る
も
の
に
し
て
、
「
曲
る
か
折
れ
る
か
」
の
、
一
‐
卒
直
な
る
方
途
」
を
要
す
る
事
態
と
は
、

決
し
て
無
關
聯
に
は
存
在
し
得
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
一
一



こ
の
省
察
を
端
締
と
し
て
、
吾
凌
は
直
ち
に
さ
き
に
記
し
た
る
ポ
ス
ト
紙
記
事
の
内
容
の
重
要
な
る
部
分
、
即
ち
「
凋
逃

に
對
す
る
三
國
共
同
の
計
遜
」
、
「
致
愈
至
上
主
義
君
等
の
陰
謀
」
、
及
び
「
伊
太
利
高
僻
の
価
界
制
瑚
」
を
想
起
し
、
「
ピ

ス
マ
。
ル
ク
の
文
筆
の
傭
兵
隊
長
」
た
る
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ロ
エ
ス
ラ
ア
を
考
へ
、
更
に
同
年
及
び
そ
の
前
年
一
八
七
四
年

に
於
け
る
、
史
家
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ジ
イ
ペ
ル
の
無
節
制
な
る
「
柵
逃
何
照
」
蓮
動
、
ま
た
多
く
の
躍
者
の
「
ロ
ー

マ
進
軍
」
を
老
へ
、
更
に
叉
凋
逸
蝋
在
佛
耐
西
使
節
・
コ
ン
ト
オ
・
ピ
ロ
ン
に
想
到
し
、
猫
叉
一
八
七
五
年
Ⅲ
月
二
十
二
日
法

／

令
、
同
年
五
月
三
十
一
日
法
令
、
及
び
同
年
六
月
十
八
日
法
令
等
所
調
「
五
月
法
令
」
の
一
端
、
竝
ぴ
に
そ
の
前
後
に
亘
れ

る
ピ
ス
マ
ル
ク
宗
教
政
策
と
、
そ
の
失
敗
の
焦
慮
困
惑
と
を
考
へ
得
ら
の
で
あ
る
。

伊
太
利
高
術
の
枇
界
制
瑚
毎
目
的
と
し
て
、
教
称
至
上
主
義
君
の
陰
謀
と
稲
せ
ら
れ
る
も
の
が
、
塊
太
利
・
伊
太
利
・
佛

簡
西
三
國
共
同
を
以
っ
て
、
概
逸
に
對
抗
せ
ん
と
し
た
か
否
か
。
そ
の
事
狂
の
存
否
を
探
究
せ
ん
と
す
る
が
如
き
は
、
む
し

ろ
徒
跨
に
瀬
す
る
史
涯
探
索
で
あ
る
。
唯
斯
く
の
如
き
他
剛
政
策
の
存
在
を
、
帳
り
に
も
想
定
す
る
と
こ
ろ
の
事
態
の
存
在

し
た
こ
と
を
知
る
こ
と
、
銃
ぴ
に
こ
の
想
定
を
生
ず
る
心
抑
尭
魏
知
す
る
こ
と
が
、
評
等
に
と
り
て
必
要
と
さ
れ
る
。
七
五

年
危
機
の
槻
察
と
、
こ
れ
と
ビ
ス
マ
ル
ク
と
の
附
係
の
観
察
と
に
は
、
こ
の
事
は
峡
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
、
或
は
少
く
も
看

過
し
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
老
へ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
れ
ら
の
槻
察
に
は
，
ま
づ
ピ
ス
マ
ル
ク
の
前
描
の
言
明
、
即
ち
价
峨
聡
明
に
對
す
る
彼
の
方
策
と
し
て
、
「
詳
等
は
こ

れ
に
對
し
、
輔
十
五
、
鋪
十
六
、
館
十
八
條
の
停
止
を
以
て
拝
へ
ん
と
す
」
と
あ
る
も
の
が
、
何
を
意
味
し
、
如
何
に
虚
理

さ
れ
、
又
そ
れ
が
七
五
年
危
機
と
の
淵
係
の
上
に
何
ぞ
評
等
に
示
す
か
を
知
る
こ
と
が
、
捷
概
と
老
へ
ら
れ
る
、
則
ち
之
を

ピ
ス
マ
ル
ク
と
七
飛
年
危
鰹
二
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以
っ
て
吾
交
は
、
側
面
か
ら
醤
教
徒
の
陰
謀
と
稚
せ
ら
れ
る
も
の
及
び
對
棚
逸
包
園
政
策
と
し
て
の
三
國
共
同
計
識
な
る
も

の
が
、
ピ
ス
マ
ル
ク
の
「
想
定
的
危
瞼
の
配
列
」
に
存
在
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
、
叉
文
化
闘
争
者
が
殊
に
ロ
ェ
ス
ラ
ア
の

ポ
ス
ト
記
事
が
、
こ
れ
を
指
示
し
た
も
の
と
惣
定
さ
れ
る
こ
と
に
、
到
瀧
し
う
る
の
で
あ
る
。

一
八
七
三
年
四
月
五
日
の
修
正
に
於
て
歌
會
の
教
育
の
自
山
特
許
が
削
除
さ
れ
た
る
も
の
、
即
ち
「
五
月
法
令
」
の
一
端

に
於
て
も
、
「
上
長
」
即
ち
羅
馬
法
王
脳
と
の
交
渉
は
、
棡
逃
悲
教
佃
職
に
許
さ
れ
て
ゐ
た
。
一
八
五
○
年
一
月
三
十
一
日

の
宗
教
法
令
（
ミ
ル
プ
ト
『
法
王
教
稗
史
文
諜
隼
』
）
⑪
の
う
ち
、
教
育
及
び
教
育
施
設
に
鮒
す
る
も
の
は
、
文
化
闘
争
の
趣

旨
に
從
っ
て
，
フ
ア
ル
ク
博
士
の
案
に
曲
っ
て
雌
密
な
る
剛
家
監
肌
の
下
に
世
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
澗
逸
剛
民
的
統
一

を
主
旨
と
す
る
帝
國
の
繧
心
た
る
プ
ロ
イ
セ
ン
に
於
て
、
そ
の
一
種
の
統
制
を
目
的
と
す
る
限
り
に
於
て
槻
察
さ
れ
た
ろ
文

化
闘
争
の
上
か
ら
は
、
数
幽
及
敷
倒
教
育
の
國
家
管
理
は
、
お
の
づ
か
ら
そ
の
然
る
べ
き
所
以
を
解
鐸
せ
し
む
る
に
難
か
ら

ざ
る
も
の
が
あ
る
と
謂
は
れ
る
。
然
る
に
、
一
八
七
五
年
四
月
二
十
ヱ
日
以
降
の
法
令
（
キ
ス
リ
ン
グ
前
掲
同
書
）
⑨
を
見

る
と
き
は
、
如
何
に
そ
れ
が
峻
厳
に
し
て
弧
雌
的
で
あ
る
か
、
寧
ろ
図
家
管
理
の
限
度
を
超
し
て
、
駁
剛
及
び
价
職
に
強
制

し
て
從
順
服
從
を
要
求
し
、
恰
か
も
彼
等
駁
閏
及
び
僻
職
等
の
ピ
ス
マ
ル
ク
の
所
謂
「
頗
る
横
着
な
る
瑳
明
」
椹
、
報
復
す

る
が
如
き
も
の
あ
る
か
を
思
は
し
め
る
。

し
跡
も
特
に
麦
に
吾
だ
の
省
察
、
即
ち
七
五
年
危
機
と
文
化
闘
争
時
期
に
於
け
る
ビ
ス
マ
ル
ク
心
傭
の
省
察
の
上
に
、
参

照
さ
れ
う
る
も
の
は
．
節
十
六
條
、
即
ち
教
團
及
僧
職
の
上
長
と
の
交
渉
許
可
の
條
項
を
削
除
し
て
、
彼
等
を
し
て
全
く
外

界
と
の
關
係
を
絶
た
し
め
ん
と
し
た
も
の
で
、
蹴
っ
て
そ
れ
は
、
所
謂
「
陰
謀
」
と
「
包
園
政
策
」
と
の
肯
定
を
反
映
す
る

Ｎ

Ｆ

０

ｄ

Ｈ
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が
如
く
見
る
も
の
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
國
家
の
法
令
を
迩
奉
す
べ
き
義
務
あ
る
こ
と
を
、
政
府
に
對
し
て
書
面
を
以
っ
て
表
明
す
ぺ
し
。
」

「
若
し
Ｕ
の
誓
約
に
反
し
、
或
は
奔
約
を
怠
り
た
る
も
の
は
、
國
家
の
定
む
る
虎
刑
に
依
っ
て
、
そ
の
地
位
そ
の
職
務
卜
琴

り
罷
免
さ
る
上
も
の
と
す
。
云
掩
」

と
云
ふ
も
の
は
、
一
八
七
五
年
四
月
二
十
二
日
、
即
ち
七
五
年
危
機
の
時
ま
た
ポ
ス
ト
紙
記
事
の
日
の
、
後
少
時
の
法
令
で

あ
る
。

た
る
も
の
で
あ
る
。

「
奮
教
僧
團
或
は
こ
れ
に
類
す
る
藪
剛
は
、
設
立
す
る
を
許
さ
ず
。
現
存
の
も
の
は
、
こ
の
法
令
發
布
の
日
の
以
後
に
於

て
、
新
團
員
の
加
入
す
る
こ
と
を
禁
ず
。
こ
れ
ら
蕉
敏
价
團
及
識
州
は
、
六
佃
月
以
内
に
解
散
す
ろ
を
要
す
。
こ
れ
ら
の

う
ち
、
専
ら
鍔
療
に
從
事
す
る
も
の
の
み
は
存
立
を
許
す
。
云
掩
」

と
云
ふ
も
の
は
、
五
月
法
令
の
一
部
に
し
て
、
价
開
及
教
剛
の
解
散
に
開
す
る
も
の
、
一
八
七
五
年
五
月
三
十
一
日
の
法
令

で
あ
る
。
そ
し
て
途
に
一
八
七
五
年
六
月
十
八
日
の
法
令
、
．
八
五
○
年
一
月
三
十
一
日
の
法
令
中
鋪
十
五
條
錐
十
六
條

及
び
第
十
八
條
に
閥
す
る
法
令
」
に
於
て
は
，
唯
一
佃
條
と
し
て
、

．
八
五
○
年
一
月
三
十
一
日
法
令
中
、
鋪
十
五
條
、
鋪
十
六
條
、
及
鋪
十
八
條
は
こ
れ
を
削
除
す
。
」

と
あ
る
。
こ
の
第
十
六
條
は
前
述
の
如
く
、
宗
教
界
の
諸
職
諸
機
關
が
上
長
に
對
し
、
交
渉
を
有
す
る
こ
と
の
特
許
を
與
へ

宗
駁
諸
職
が
國
民
た
る
こ
と
を
確
認
し
、
彼
等
の
剛
慨
が
仙
硲
人
剛
柵
と
等
し
く
、
剛
法
の
定
む
る
と
こ
ろ
の
結
爪
た
る

ピ
ス
マ
ル
ク
と
七
五
年
危
隆
一
三
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こ
と
を
確
認
し
、
加
ふ
る
に
識
則
の
手
よ
り
敦
育
の
自
川
を
赤
っ
て
、
岡
家
の
定
む
る
施
設
に
川
ろ
國
民
教
育
ぞ
興
す
と
と

と
せ
ば
、
そ
れ
ら
は
既
に
充
分
に
、
「
文
化
聞
手
」
の
目
的
に
淵
ふ
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ァ
ル
ク
博
士
の
立
法
の
意
も

畢
党
は
文
教
及
信
仰
儀
泌
の
岡
家
補
理
以
外
に
は
川
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
況
し
て
閏
法
遵
奉
の
奔
約
を
詳
而
を
以
て
行

は
し
む
る
と
こ
ろ
の
弧
制
に
川
づ
れ
ぱ
，
文
化
剛
争
の
意
義
は
こ
上
に
垂
か
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
何
故
に
一
切
の

識
肌
を
鋲
教
徒
の
上
に
の
み
禁
じ
て
、
新
教
徒
に
及
ば
す
。
更
に
何
故
に
國
立
敏
會
設
立
の
不
可
能
な
る
こ
と
明
ら
か
な
る

に
も
拘
は
ら
す
、
細
て
の
价
職
を
し
て
上
長
と
の
交
渉
を
絶
た
し
め
ん
と
し
た
か
。

プ
ロ
イ
セ
ン
王
室
の
新
教
的
傾
向
は
、
決
し
て
ピ
ス
マ
ル
ク
を
し
て
か
く
の
如
き
程
度
に
ま
で
、
宗
教
政
策
の
百
尺
竿
頭

に
更
に
一
歩
を
進
め
し
め
た
る
理
由
と
は
な
り
得
な
い
。
國
王
と
ピ
ス
マ
ル
ク
と
の
意
見
の
不
一
致
は
、
内
治
外
交
の
み
な

ら
ず
、
宗
教
政
策
に
於
て
も
存
在
し
た
。
ま
た
エ
ク
レ
ジ
ア
・
ミ
リ
タ
ン
ス
の
確
信
の
み
が
、
ピ
ス
マ
ル
ク
を
し
一
Ｌ
中
央
難

竝
ぴ
に
そ
の
他
凡
ゆ
る
審
敦
關
係
を
、
悪
み
て
も
尚
余
あ
り
と
す
る
感
傷
に
州
で
し
め
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

「
今
こ
そ
余
は
、
庇
に
後
悔
す
。
か
の
法
令
に
軒
名
す
る
前
に
、
ま
づ
一
度
眼
を
通
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
確
か
に
そ
の
中

に
は
、
余
が
削
除
す
べ
き
多
く
の
憩
劣
な
佃
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
フ
ォ
ン
・
フ
リ
イ
セ
ン
ー
’
備
忘
鋒
』
節
三
巻
）
⑮

と
云
ふ
一
國
首
相
と
し
て
は
未
曾
有
の
無
武
任
を
暴
露
し
た
る
、
躯
な
る
遁
僻
に
過
ぎ
ぬ
も
の
を
、
五
月
法
令
に
就
い
て
ピ

ス
マ
ル
ク
が
言
明
し
た
の
は
、
一
八
七
四
年
四
月
、
即
ち
七
五
年
危
機
の
一
年
前
で
あ
っ
た
。
彼
が
夙
に
「
少
し
づ
上
の
カ

ノ
ッ
サ
行
き
」
を
墨
悟
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
，
こ
れ
ら
弧
制
法
の
以
前
で
あ
る
。
こ
の
遁
僻
を
以
て
見
て
も
打
弊
に

明
白
な
る
彼
が
、
そ
の
一
膳
の
困
惑
を
知
り
つ
上
、
術
か
つ
前
進
せ
ん
と
し
た
と
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
他
面
徹
底
し
た
る



理
想
話
追
ふ
と
こ
ろ
の
彼
の
性
格
に
由
る
も
の
と
、
解
樺
す
る
外
無
し
と
さ
れ
得
る
か
も
は
か
ら
れ
な
い
。

ベ
ル
リ
ン
に
於
け
る
露
西
亜
。
凋
逸
川
帝
の
愈
兇
に
次
ぎ
て
、
↑
コ
ル
チ
ヤ
コ
フ
が
在
外
使
臣
に
電
報
を
以
て
、
平
和
呵
復

を
報
じ
た
の
は
前
掲
ド
オ
デ
の
記
文
に
振
れ
ば
、
一
八
七
五
年
五
月
十
一
日
で
あ
る
。
之
を
以
っ
て
七
五
年
危
機
の
暗
雲
は

開
け
て
、
ビ
ス
マ
ル
ク
が
武
任
を
。
コ
ル
チ
ャ
コ
フ
の
術
策
に
蹄
せ
ん
と
し
、
或
は
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
と
佛
剛
西
使
節
黍
コ
ン
ト
オ

・
ピ
ロ
ン
と
の
禽
談
よ
り
生
じ
た
る
、
陰
謀
包
州
政
策
の
企
剖
に
肺
せ
ん
と
し
た
の
は
、
奮
教
共
側
の
一
切
を
禁
じ
た
る
五

月
三
十
一
日
法
令
の
以
前
で
あ
る
。
宗
教
政
錐
の
失
敗
と
外
交
政
漿
の
朧
跣
と
の
川
惑
は
、
こ
の
法
令
の
川
刷
の
事
態
で
あ

っ
た
。
「
俄
清
な
る
雛
明
」
に
報
復
す
る
の
意
は
、
こ
上
に
老
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
錐
十
六
條
の
停
止
は
、
七
一
九
年
危
機
の

巾
來
の
上
に
参
照
さ
れ
る
。
詳
言
せ
ば
、
七
五
年
危
機
は
鋪
十
六
條
の
停
止
を
通
じ
て
、
ピ
ー
ス
マ
ル
ク
の
政
錐
の
上
に
關
聯

を
生
じ
來
ろ
。

ピ
ス
マ
ル
ク
『
思
唯
と
追
憶
』
⑯
第
二
巻
節
一
千
六
章
は
、
「
陰
謀
」
と
胆
し
て
、
ア
ル
ニ
ム
が
ピ
ス
マ
ル
ク
追
出
し
の

陰
謀
を
し
た
と
云
ふ
こ
と
か
ら
、
佛
剛
四
敏
會
勢
力
の
反
棚
逃
陰
謀
・
佛
剛
四
使
節
コ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
の
陰
謀
、
及
び
プ
ロ

イ
セ
ン
宮
廷
と
の
關
係
を
記
し
て
ゐ
る
。
こ
の
一
章
は
恐
ら
く
こ
の
諜
中
の
、
蚊
も
暗
嘩
な
部
分
で
あ
る
。

「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
和
約
の
後
の
佛
剛
四
に
、
哲
敏
的
蹴
派
が
王
政
な
り
共
和
政
な
り
、
い
づ
れ
の
形
に
於
て
も
勢
力
を

振
ふ
た
な
ら
ば
、
戦
争
を
防
止
す
る
こ
と
は
恐
ら
く
不
可
能
で
あ
っ
た
ら
う
。
然
ら
ば
、
填
太
利
と
佛
剛
四
と
は
、
共
通

ピ
ス
マ
ル
ク
と
七
五
年
危
磯
一
五

四

ﾛ
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の
稜
教
的
地
磐
の
上
に
結
合
し
て
、
澗
逸
に
反
抗
す
る
こ
と
は
あ
り
勝
ち
で
あ
る
。
そ
の
上
事
礎
上
、
岡
民
的
感
怖
よ
り

は
信
教
的
感
怖
の
弧
い
も
の
が
、
柵
逃
や
伊
太
利
に
も
少
く
な
い
か
ら
、
そ
れ
ら
は
こ
の
奮
教
的
共
同
を
弧
化
し
、
勢
づ

け
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
」
「
佛
附
西
に
燕
教
化
し
た
王
朝
が
再
興
さ
れ
た
な
ら
ば
、
塊
太
利
と
共
同
し
て
復
郷
戦
争
を

試
み
る
に
至
る
こ
と
は
、
著
し
く
早
く
起
っ
た
ら
う
。
故
に
余
は
こ
の
王
朝
抑
興
に
反
對
し
、
Ｈ
こ
の
思
想
を
も
つ
正
統

主
義
者
に
敵
對
し
た
。
こ
の
對
抗
は
仙
人
關
係
的
に
、
常
時
の
佛
蘭
西
使
節
ゴ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
、
及
當
時
巴
里
駐
在
の
我

國
使
節
ハ
リ
イ
・
ア
ル
ー
ー
ム
の
上
に
、
尖
鋭
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」

『
思
瞳
と
追
憶
』
に
は
、
・
コ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
と
プ
ロ
イ
セ
ン
宮
廷
こ
と
に
ア
ウ
グ
ス
タ
后
と
の
關
係
、
及
び
ゴ
ン
ト
オ
ピ

ロ
ン
の
推
學
し
た
る
オ
ウ
ギ
ュ
ス
ト
・
ジ
エ
ラ
ア
ル
の
プ
ロ
イ
セ
ン
宮
廷
に
於
け
る
信
頼
を
非
難
し
、
更
に
「
ゴ
ン
ト
オ
の

活
躍
は
単
に
ベ
ル
リ
ン
に
限
ら
れ
な
い
。
彼
は
一
八
七
五
年
ペ
ー
ア
ル
ス
プ
ル
グ
に
至
り
、
↑
コ
ル
チ
ヤ
コ
フ
と
離
れ
業
を
試
み

た
」
と
し
、
七
五
年
危
機
に
つ
い
て
詳
説
し
、
「
。
コ
ル
チ
ャ
コ
フ
の
自
己
の
み
の
感
怖
」
を
説
き
，
。
コ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
が
そ

れ
を
陰
密
の
間
に
輔
佐
し
た
事
を
説
い
て
ゐ
る
。

ゴ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
と
ゴ
ル
チ
ヤ
コ
フ
と
の
七
五
年
危
機
に
開
す
る
述
絡
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
エ
ン
前
掲
書
の
如
き
も
の
さ

へ
、
宰
相
の
誤
解
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
か
ら
、
概
し
て
と
上
に
は
吾
共
の
注
意
を
ひ
く
虎
と
な
ら
な
い
。
唯
前
記
の
一
節
は

既
述
し
た
と
こ
ろ
、
即
ち
「
奮
敦
的
地
磐
の
上
の
結
合
」
、
「
信
敏
的
感
幡
の
扱
い
も
の
」
、
「
蕾
教
化
し
た
る
王
朝
Ｉ
｜
、
「
復

雌
栽
手
」
と
「
正
統
主
義
者
」
の
語
句
が
、
参
照
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
於
て
、
多
く
の
省
察
の
端
緒
と
な
る
。

一
八
七
五
年
五
月
即
ち
危
機
問
題
の
常
時
に
於
て
、
ラ
ド
ウ
イ
ッ
ッ
は
．
コ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
に
、
猫
逵
は
佛
蘭
西
葬
以
っ
て

！



ゴ
ル
チ
ヤ
コ
フ
と
ゴ
ー

ロ
ン
曰
く
、
（
略
意
）

復
挫
戦
争
を
用
意
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
る
と
語
っ
た
。
こ
の
事
は
ア
ノ
ト
オ
『
近
代
佛
悶
西
史
』
⑰
に
記
さ
れ
て
あ
る
。

「
結
局
政
治
的
に
も
、
理
論
的
に
も
、
亦
宗
識
的
に
於
て
す
ら
も
、
こ
の
結
論
は
正
當
で
あ
り
、
叉
か
上
る
懸
念
が
凋
逸

を
支
配
す
る
も
や
む
を
得
な
い
。
」

と
の
ラ
ド
ウ
ィ
ッ
ッ
の
言
の
「
宗
教
的
に
於
て
す
ら
も
」
は
、
前
記
の
ピ
ス
マ
ル
ク
記
文
の
意
を
柿
ふ
も
の
で
あ
る
。

ゴ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
の
墨
書
『
柵
逸
に
於
け
る
余
の
使
命
」
⑬
二
巻
は
、
こ
上
に
参
照
し
得
ざ
る
を
憾
と
す
る
が
、
幸
に
そ

の
摘
記
⑲
を
見
る
と
き
は
、
彼
と
ピ
ス
マ
ル
ク
と
の
所
謂
「
對
抗
の
仙
人
關
係
的
尖
鋭
」
は
、
佛
蘭
西
に
於
け
る
正
統
主
義

傾
向
の
復
活
、
そ
の
中
に
而
し
て
そ
の
根
振
に
、
齊
教
勢
力
の
擦
頭
あ
る
も
の
の
上
に
存
す
る
事
が
窺
は
れ
る
。
即
ち
チ
エ

ー
ル
の
退
職
、
マ
ク
オ
ン
政
椛
の
振
大
、
シ
ヤ
ン
ポ
ー
ル
伯
の
王
位
復
僻
、
白
旅
問
題
．
更
に
プ
ロ
リ
イ
侯
の
．
コ
ン
ト
オ
ピ

ロ
ン
の
上
に
有
す
る
指
示
，
凡
て
こ
れ
ら
の
森
教
的
正
統
主
義
運
動
一
）
れ
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
ら
凡
て
は
．
所
謂
陰
謀
、

ゴ
ル
チ
ヤ
コ
フ
と
ゴ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
と
の
離
れ
業
、
猫
又
ロ
エ
ス
ラ
ア
の
ポ
ス
ト
紙
記
事
等
に
参
照
さ
れ
る
。
コ
ン
ト
オ
ピ

「
ピ
ス
マ
ル
ク
の
希
望
は
、
終
始
佛
蘭
酉
に
共
和
政
の
存
立
す
る
事
で
、
そ
れ
は
佛
附
西
に
分
裂
を
保
ち
、
恢
復
辛
妨
ぐ

る
も
の
と
老
へ
ら
れ
た
。
チ
エ
ー
ル
は
こ
の
意
川
を
成
就
す
る
に
、
役
立
つ
人
で
あ
っ
た
。
ピ
ス
マ
ル
ク
は
勿
論
保
守
的

共
和
政
を
希
望
し
た
。
彼
に
從
へ
ぱ
、
そ
れ
は
表
而
頗
る
好
・
都
合
で
、
そ
の
蜜
不
可
峡
に
佛
蘭
西
を
弱
く
す
る
に
役
立
つ

も
の
で
あ
る
」
。
「
凋
逸
に
於
て
は
、
佛
附
西
の
渦
激
主
義
が
防
止
さ
れ
る
の
か
詳
夢
。
然
し
叉
、
佛
附
西
の
恢
復
が
長
引

く
の
を
欲
す
る
。
そ
の
押
興
を
望
ま
な
い
。
こ
れ
は
特
に
ピ
ス
マ
ル
ク
公
の
意
向
に
於
て
然
り
で
あ
る
。
彼
の
剛
腹
な
同

ピ
ス
マ
ル
ク
と
七
五
年
危
雄
一
七

戸

■
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▼
原
口
Ｉ
リ
ー

ピ
ス
ャ
ル
ク
と
七
五
年
危
磯
一
八

時
に
叉
怜
例
な
心
は
、
吾
等
の
恢
復
を
妨
け
る
あ
ら
ゆ
る
機
會
彩
捉
へ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。
云
為
」

「
正
統
主
義
的
に
し
て
教
愈
至
上
主
義
的
な
る
佛
閲
四
使
節
」
と
し
て
、
ゞ
コ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
を
非
難
し
、
そ
の
ベ
ル
リ
ン

駐
在
を
ピ
ス
マ
ル
ク
が
嫌
っ
た
こ
と
は
、
ホ
ー
ヘ
ン
ロ
ー
エ
「
備
忘
錐
』
に
記
さ
れ
て
あ
る
。
⑳
キ
ス
リ
ン
グ
「
文
化
側
争

吏
』
は
こ
れ
を
按
川
し
て
、
ピ
ス
マ
ル
ク
が
こ
の
使
節
を
排
斥
す
る
に
凡
ゆ
る
手
段
を
識
し
た
と
し
、
遂
に
は
皇
后
ア
ウ
グ

ス
タ
が
．
コ
ン
ト
オ
ピ
ロ
》
／
を
庇
謎
す
る
こ
と
を
，
國
家
の
た
め
に
危
難
を
加
ふ
る
も
の
で
あ
る
と
ま
で
言
明
し
た
と
し
て
ゐ

る
。
、
因
み
に
皇
后
ア
ウ
グ
ス
タ
が
佛
剛
西
文
化
淀
慕
ひ
、
ビ
ス
マ
ル
ク
方
策
に
術
に
反
對
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
ジ
ェ
ラ
ア

ル
「
攝
書
』
、
に
審
に
記
さ
れ
て
あ
る
。

ゴ
ン
ト
オ
ビ
ロ
ン
の
意
見
は
、
必
し
も
初
め
か
ら
ビ
ス
マ
ル
ク
が
佛
剛
西
に
對
し
て
抱
懐
し
た
政
錐
の
奈
部
で
は
な
か
っ

た
ら
う
と
恩
は
れ
る
。
思
唯
深
き
彼
が
、
一
向
に
佛
剛
西
の
孤
弱
の
み
を
以
っ
て
、
國
際
の
勢
力
均
衡
を
赤
過
し
う
る
と
は

老
へ
ら
れ
な
い
。
殊
に
ゴ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
に
對
し
て
當
初
か
ら
不
信
を
も
ち
排
斥
を
事
と
し
た
事
は
あ
り
得
な
い
。
チ
エ
ー

ル
が
・
コ
ン
ト
オ
ビ
ロ
ン
を
戦
後
妓
初
の
使
節
と
し
て
狐
逸
に
派
泄
し
た
の
は
‐
・
コ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
が
正
統
主
義
者
で
あ
る
と

云
ふ
理
由
に
よ
る
も
の
で
、
之
を
以
っ
て
よ
く
ピ
ス
マ
ル
ク
の
意
を
得
く
し
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
の
事
は
諸
害
に
記
す

と
こ
ろ
で
あ
り
、
且
殊
に
戦
後
ま
づ
澗
逃
に
派
遥
さ
れ
た
る
、
ガ
・
フ
リ
ャ
ク
の
幹
書
「
露
西
亜
及
び
澗
逃
に
於
け
る
外
交
備

忘
録
』
②
の
う
ち
に
我
は
れ
る
。
ビ
ス
マ
ル
ク
は
ガ
プ
リ
ヤ
ク
毒
訪
問
し
て
、
厚
く
そ
の
功
勢
を
謝
し
、
鄭
亜
に
三
國
關
係

の
戦
後
の
好
舩
態
に
ガ
プ
リ
ヤ
ク
の
努
力
を
乞
ふ
た
。
↑
コ
ン
ト
オ
ビ
ロ
ン
は
就
任
後
ガ
ブ
リ
ヤ
ク
に
書
耐
を
送
り
（
刷
書
）

ビ
ス
マ
ル
ク
が
等
し
く
今
コ
ン
ト
オ
ビ
ロ
ン
に
向
っ
て
、
段
勤
に
二
國
開
係
の
改
善
を
希
望
し
、
殊
に
「
チ
エ
ー
ル
退
職
吻
後

｜

■
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蓋
し
一
般
的
に
七
○
年
戦
前
の
關
係
を
、
余
り
に
大
き
く
且
つ
余
り
に
長
く
獅
逸
佛
蘭
西
の
上
に
考
へ
及
ぼ
す
こ
と
は
、

簡
易
に
し
て
却
っ
て
周
到
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
延
て
こ
の
槻
察
を
以
て
、
ビ
ス
マ
ル
ク
政
策
を
一
賀
し
て
槻
ん
と
す
る

こ
と
は
、
概
括
の
弊
に
陥
っ
て
却
っ
て
そ
の
粘
細
を
識
り
得
ざ
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
ゴ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
の
記
文
そ
の

他
が
、
多
か
れ
少
か
れ
こ
の
槻
楽
を
誘
ふ
と
こ
ろ
の
伽
向
を
有
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
五
男
の
注
意
し
て
誠
む
べ
き
と
こ
ろ
で
、

あ
る
。
か
く
の
如
く
し
て
、
と
上
に
一
八
七
三
年
十
二
月
、
ピ
ス
マ
ル
ク
が
ゴ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
に
語
り
た
る
も
の
が
注
意
さ

れ
る
。
即
ち
き
き
の
ガ
プ
リ
ヤ
ク
著
書
中
に
掲
げ
た
る
ゴ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
書
禰
の
時
日
の
後
凡
そ
一
年
、
恰
か
も
文
化
闘
争

の
紛
糺
時
に
於
け
る
も
の
で
あ
る
。
（
ド
ピ
ド
ウ
ル
『
齊
教
之
愈
と
剛
家
』
）
⑳

ド
ピ
ド
ウ
ル
の
記
す
と
こ
ろ
に
山
れ
ぱ
、
悲
教
的
正
統
主
義
者
の
う
ち
に
ゴ
ン
ト
オ
ピ
江
ン
が
政
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
オ

ル
レ
ア
ン
价
正
デ
ュ
パ
ン
ル
ウ
即
ち
文
化
闘
争
に
於
て
ウ
イ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
に
呼
雌
し
た
る
人
も
、
こ
の
中
に
加
は
る
。
棚

逸
に
於
け
る
濟
教
僻
に
對
し
佛
蘭
西
僧
正
等
は
雛
扱
し
て
、
あ
く
ま
で
五
月
法
に
反
抗
す
ぺ
し
と
し
た
。
プ
ロ
リ
イ
伯
は
こ

の
形
勢
を
愛
へ
、
回
文
害
を
發
し
て
、
一
八
七
三
年
十
二
月
价
正
等
を
砕
告
し
、
剛
際
開
係
上
の
考
辻
を
促
し
た
。
ピ
ス
マ

ル
ク
は
こ
れ
を
以
っ
て
不
沌
と
し
、
慨
慨
し
て
ゴ
ン
ト
オ
ビ
ロ
ン
に
語
っ
て
曰
く
、

「
事
件
は
我
が
國
に
と
り
て
安
危
の
問
題
で
あ
る
。
我
が
間
に
於
て
、
帝
國
に
於
て
、
今
や
反
逆
が
教
唆
さ
れ
る
。
然
り
。

椛
勢
を
得
た
る
僧
職
派
が
澗
迎
に
對
し
．
迫
筈
さ
れ
た
ろ
教
會
の
名
に
於
て
戦
を
宣
告
す
る
に
先
だ
ち
て
、
吾
等
は
貴
國

ピ
ス
マ
ル
ク
と
七
五
年
危
醗
一
九

に
於
て
」
こ
れ
を
希
望
し
、
．

喜
ぶ
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
た
。 ．
一
つ
の
暴
風
雨
の
間
に
而
し
て
そ
の
間
好
時
の
天
の
陽
光
に
由
り
て
」
こ
れ
を
言
ひ
う
ろ
を

ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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ｌ
ｌ
ｌ
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ビ
ス
》
マ
ル
ク
と
七
五
年
危
鰻
二
○

に
對
し
、
戦
発
宣
告
す
る
こ
と
に
余
義
な
く
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
」

前
掲
嬢
コ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
の
記
文
に
、
「
あ
ら
ゆ
る
機
會
を
捉
へ
ろ
こ
と
茅
忘
れ
な
い
」
哨
の
は
、
文
化
側
手
の
時
期
に
於

て
諏
登
な
る
試
み
、
殊
に
巧
妙
な
捜
川
に
於
て
行
は
れ
て
ゐ
た
。
こ
の
ピ
ス
マ
ル
ク
の
語
哨
亦
、
そ
の
弓
ち
に
厩
す
る
も
の

と
老
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
語
は
、
ポ
ス
ト
紙
記
事
及
び
七
五
年
危
機
の
前
兆
と
し
て
、
上
述
の
『
思
噸
と
追
憾
』
の
記

文
及
び
ラ
渡
ウ
イ
ッ
ッ
の
語
溌
参
照
す
る
こ
と
か
ら
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ロ
ェ
ス
ラ
ア
が
一
八
七
一
年
以
來
「
文
筆

上
の
州
兵
隊
長
」
と
し
て
、
グ
レ
ン
ツ
ポ
ー
デ
ン
紙
に
雁
荏
述
べ
た
ろ
も
の
、
即
ち
佛
・
塊
・
凋
三
岡
關
係
に
曲
っ
て
柵
逸

に
於
け
る
宗
教
政
策
を
動
か
す
こ
と
、
叉
或
は
、
珊
逸
に
於
け
る
宗
敦
政
繁
に
山
っ
て
三
閏
關
係
を
動
か
す
こ
と
、
胴
考
相

互
照
應
の
意
（
キ
ス
リ
ン
ク
『
文
化
岡
季
史
』
第
一
巻
）
＠
は
こ
の
前
兆
の
ま
た
前
兆
で
あ
る
ル
ー
見
得
る
の
で
あ
る
。
鮭
に

ゴ
ン
ト
オ
ピ
ロ
ン
が
正
統
主
義
に
し
て
教
命
至
上
主
義
的
で
あ
る
故
に
排
斥
さ
れ
た
の
も
，
こ
の
雨
考
祁
万
照
應
の
間
の
事

麓
で
あ
る
。
少
し
づ
Ｌ
の
カ
ノ
ッ
サ
行
き
は
、
霞
は
「
捜
出
」
の
外
交
上
に
於
け
る
結
果
の
影
響
に
出
づ
る
も
の
と
老
へ
ら

れ
る
。「

ピ
ス
マ
ル
ク
と
七
五
年
危
機
」
は
、
詔
ふ
ま
で
も
ぼ
く
、
文
化
岡
手
を
主
と
す
る
宗
識
政
治
關
係
の
上
よ
り
の
み
棚
る

ぺ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
は
訓
へ
、
そ
れ
は
光
分
に
照
雁
き
れ
て
槻
察
さ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
文
化
岡
争
に
岡
民
自
由

燕
の
開
係
、
潔
派
政
策
及
び
耐
称
民
幸
難
の
關
係
が
参
照
さ
れ
う
る
と
同
様
に
、
七
五
年
危
機
に
は
文
化
闘
争
を
反
映
し
て

ゐ
る
。
ピ
ス
マ
ル
ク
に
と
り
て
は
、
そ
の
宗
教
政
策
の
失
敗
の
困
惑
の
う
ち
に
於
て
、
ポ
ス
ト
紙
記
事
を
「
必
要
」
と
し
、

「
弧
光
線
」
と
し
、
「
職
手
眼
前
に
在
り
」
を
通
じ
て
、
変
に
一
石
二
鳥
の
捜
出
を
試
み
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
オ
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鹿

ン
ケ
ン
の
如
く
、
単
に
國
際
關
係
の
上
に
の
み
限
ら
る
ぐ
へ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

果
し
て
こ
の
捜
出
に
よ
り
て
、
オ
ン
ケ
ン
の
言
ふ
如
く
、
「
徹
底
的
な
る
確
定
的
判
明
」
を
奮
教
識
會
及
び
僧
職
、
竝
ぴ

に
中
央
窯
の
上
に
断
し
得
た
か
否
か
は
、
今
と
入
に
知
る
事
を
得
な
い
。
唯
、
ラ
ヴ
イ
ス
『
佛
噛
西
史
』
及
び
エ
ド
モ
ン
・

イ
ポ
ウ
『
節
三
共
和
政
外
交
史
』
に
、
七
五
年
危
機
の
結
果
に
就
い
て
、
ピ
ス
マ
ル
ク
政
莱
の
挫
折
、
そ
の
椛
威
の
失
墜
、

從
っ
て
そ
の
國
際
關
係
上
の
荊
期
的
な
る
衰
退
を
説
く
も
の
が
、
ピ
ス
マ
ル
ク
宗
教
政
策
の
根
本
的
な
る
失
敗
の
結
果
と
等

し
く
、
承
認
さ
れ
う
る
な
ら
ば
、
七
五
年
危
機
は
鷺
に
「
ピ
ス
マ
ル
ク
時
代
」
を
意
外
に
短
日
月
間
に
限
定
し
た
も
の
、
帝

國
宰
相
の
生
涯
は
頗
る
短
く
、
伽
に
十
有
余
年
に
限
ら
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
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